
炎センサ（炎検知部）のお手入れ方法
Dシリーズ用

■清掃方法

炎センサ ( 立消え安全装置 ) の炎検知部が汚れると、安全
装置が誤作動し、調理中にバーナの炎が消えることがあります。

炎検知部はガラス製ですので、強く押さえると
破損する恐れがあります。

ラッチのボタンを押し下げて側板を外す。 側板を外し、コックボックスカバーが見えなければ
反対側の側板を外す。

ご注意ください

付属の綿棒
製品ご購入時には清掃用綿棒が
5本付属されております。

ラッチ

キャビネット

ねじ

炎検知部

炎センサ

コックボックスカバー

ボタンは押さず
ラッチ全体を
キャビネットに
押しつける。

写真の２箇所のねじを外すとコックボックスカ
バーが外せます。炎検知部の汚れは、綿棒や
柔らかい濡れ雑巾などで、表面をきれいにして
ください。作業が終わりましたら、コックボック
スカバーを復旧してください。

キャビネットに側板を取付けます。取付け時
は側板の下部からはめ込み上部はラッチ部全
体をキャビネットに押しつけ「パチン」と音が
鳴るまで押し込んでください。
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